足立区地域防災計画（震災編）素案概要版、令和７年７月現在

目次の説明です。
１、地域防災計画とは
かっこ１、地域防災計画改訂の概要はページ１へ
かっこ２、計画の目的はページ１へ
かっこ３、計画の性格はページ２へ
かっこ４、計画の構成はページ２へ
かっこ５、防災関連の体系図はページ３へ

２、想定される被害、減災目標
かっこ１、足立区の被害想定はページ４へ
かっこ２、基本目標はページ５へ
かっこ３、被害を軽減するための施策の体系はページ５へ

３、令和７年度改訂の主な項目はページ６へ

目次の説明は終了となります。

概要版１ページ目

１、地域防災計画とは
かっこ１、地域防災計画改訂の概要
今回の足立区地域防災計画（震災編）の改訂は、令和3年度の最終改訂以降に明らかとなった、新たな知見や環境の変化を踏まえ、計画の実効性を一層高めることを目的に行います 。
具体的には、東京都が見直した首都直下地震の被害想定、及び、関連する上位計画などの修正、さらには令和６年能登半島地震など、近年の大規模災害における教訓を踏まえ、本区の地域特性や社会情勢の変化に対応した、より実効性ある防災対策の構築を目指して、内容を見直しました。

修正のポイント
１、災害関連死の防止を目指し、各種対策を推進
２、（仮称）トイレ確保・管理計画の策定や、災害ケースマネジメントの導入推進など、課題に向けた新たな対応方針を追加

ここに、改訂の流れの図があります。

かっこ２、計画の目的
足立区は、海抜2メートル前後の低い土地に位置し、地盤がやわらかい場所が多くあります。また、木造住宅が密集している地域もあることから、大規模な地震に対して被害を受けやすい特性があります。
このような地域特性を踏まえ、国、東京都、区、区民や事業者は、それぞれの立場で責任を持って備えを進め、地震が発生した際には、 地域全体が連携して応急対策を行うことにより、被害を最小限に抑えることが求められます。
本計画は「減災」の視点から、区・防災関係機関・区民・事業者それぞれの役割を明確にし、区民の生命・身体・財産を守ることを目的としています。

概要版１ページ目は終了となります

概要版２ページ目

かっこ３、計画の性格
この計画は、災害対策基本法（昭和36年法律第223号）第42条の規定に基づき、防災関係機関で構成される足立区防災会議が策定する計画です。
また、この計画は、足立区災害対策条例第12条及び足立区災害対策条例施行規則第3条に定める、足立区地域防災総合計画の一部を構成しています。

ここに、上位計画等と足立区地域防災計画の関係の図があります。

かっこ４、計画の構成
地域防災計画の震災編は、７部及び付属編で構成されており、第１部及び第２部に基本的な事項をとりまとめ、第３部で防災に関する平常時に行う予防・事前対策、第４部ではっさい以後の応急対策、第５部・第６部で復旧・復興について規定しています。

以下その詳細です。
第１部
総則
地域防災計画の概要
区、等の基本的責務と役割など

第２部
防災に関する組織と活動内容
災害対策本部設置基準
足立区業務継続計画（ＢＣＰ）の概要など

第３部
災害予防計画
区民と地域の防災りょく向上
安全な災害に強い防災まちづくりなど

第４部
災害応急対策計画
区民と地域による防災活動
河川施設、公共施設の危険防止行動など

第５部
災害復旧計画
河川施設、公共施設等の機能回復
交通ネットワーク及びライフラインの機能回復など

第６部
災害復興計画
復興の基本的考え方
震災復興計画の策定など

第７部
応急対策に関する足立区全体シナリオ
災害発生後における区の本部体制
区及び防災機関がとるべき応急対策、復旧対策など

付属編
火山対策
富士さん噴火降灰対策など

概要版２ページ目は終了となります。

概要版３ページ目

かっこ５、防災関連計画のたい系図
足立区地域防災計画と法令・関連計画などとの関係は、以下のとおりです。

ここに、防災関連計画のたい系図があります。

概要版３ページ目は終了となります

概要版４ページ目

２、想定される被害、減災目標
かっこ１、足立区の被害想定
東京都は、東日本大震災を踏まえ策定した被害想定を１０年ぶりに見直し、新たな被害想定（令和４年５月）を公表しました。

それによると足立区の被害は以下のとおりです。
ア、震度分布
震度６強の揺れが広い範囲で想定されています。　
一部で震度６弱や震度７が想定される区域も含まれます。

イ、建物全壊とう数
区全域で最大１１９５２とうの全壊が想定されています。

ウ、焼失とう数
最大で１３５４６とうの焼失が想定されています。
地震による建物倒壊や火災の影響により、死者すうは約８００人となります。

ここに、足立区における被害想定（令和４年５月）のひょうがあります。
ここに、東京都被害想定マップ（令和５年３月）の図があります。

概要版４ページ目は終了となります

概要版５ページ目

かっこ２、基本目標
減災の目標は二つ
一つ目の目標は、地震による直接の被害や災害関連死を含めた、「人的被害（死者）の軽減」です。　
二つ目の目標は、建築物やインフラ施設、ライフラインの復旧など、「まちの早期復興」です。
これらの目標の最終的な到達点として、「死者ゼロ」、「区民生活の早期復興」を設定しています。
第３部の災害予防計画、第４部の災害応急対策計画、第５部の災害復旧計画に示された各施策を着実に実施し、実現を目指してまいります。

目標は以下のように定義
１、人的被害軽減
２、まちの早期復興

最終到達点は以下のように定義
災害関連死を含めた死者ゼロ（本改訂で新たに定義づけ）
区民生活の早期復興

かっこ３、被害を軽減するための施策の体系
ここに、震災対策の施策体系（１３施策）のひょうがあります。
注釈、第３部から第５部に共通

概要版５ページ目は終了となります

概要版６ページ目

３、令和７年度改訂の主な項目
今回の改訂では、社会環境の変化、法令・上位計画の改正、これまでの災害対応における成果と課題などを踏まえ、主に以下の点について改訂しています。

災害関連死対策
まる１、災害時のトイレ確保
まる２、水・食糧提供体制の整備
まる３、ベッドの確保
まる４、被災者支援
地域防災計画、第１部第４章のページ５１，ページ７５から７８、ページ８６、ページ８８へ記載

在宅避難
まる５、在宅避難の促進（マンションを含む）
地域防災計画、第１部第４章のページ７５、ページ７６へ記載

多様性
まる６、多様なニーズへの配慮
地域防災計画、第１部第４章のページ６８、ページ７５へ記載

防災ⅮＸ
まる７、防災ⅮＸの推進
地域防災計画、第１部第４章のページ７５、ページ８６、ページ９０へ記載

ペット
まる８、ペット防災
地域防災計画、第１部第４章のページ７５へ記載

帰宅困難しゃ
まる９、帰宅困難しゃ対策
地域防災計画、第１部第４章のページ７４、ページ８５へ記載

人材育成
まる１０、災害対応人材の確保
地域防災計画、第１部第４章のページ６８へ記載

備蓄管理
まる１１、備蓄管理体制の整備
地域防災計画、第１部第４章のページ８６、ページ８７へ記載

受援
まる１２、受援体制の整備
地域防災計画、第１部第４章のページ７８、ページ７９、ページ８９へ記載

庁内体制
まる１３、職員体制の再整備
地域防災計画、第１部第４章のページ７２、第２部第２章のページひゃくじゅうへ記載

複合災害
まる１４、複合災害への備え
地域防災計画、第１部第５章のページ７８、ページ９１から９３へ記載

火山対策
まる１５、火山編の新設
地域防災計画、付属編のページ６２９へ記載

概要版６ページ目は終了となります

概要ばん７ページ目

Ｔ、Ｋ、Ｂの確保で、避難じょの生活環境を向上し関連死を防止
ＴはToilet、かっこ、トイレの確保、のことです。
ＫはKitchen、かっこ、食料、水の確保、のことです。
ＢはBed、かっこ、睡眠環境の確保、のことです。

Ｔについての取り組みの説明です。
まる１、災害時のトイレ確保
かっこ１、「（仮称）災害時トイレ確保・管理計画」に基づき、各種トイレを確保

（仮称）災害時トイレ確保・管理計画とは
災害発生後の各フェーズでの適切なトイレ確保のために、東京都のトイレ空白地域の情報等を参考に策定する計画のことです。
令和７年度末策定予定です。

トイレの種類としては
携帯トイレ、簡易トイレ、仮設トイレ、マンホールトイレ、自己処理型トイレ等があります。

各フェーズ、かっこ、時期としては
発災から３日、４日から１週間、１週間から２週間、２週間から１か月、１か月以降があります。

かっこ２、区の災害用備蓄として１週間分の携帯トイレを確保するほか、自己処理型トイレなど各種災害用トイレを確保

続けて、Ｋについての取り組みの説明です。
まる２、水・食糧提供体制の整備
かっこ１、区の災害用備蓄として、水・食糧を区、単独で３日ぶん確保
令和５年度で、食糧１．４５にちぶん、水１．３５にちぶんを備蓄しているところ、
令和７年度までに、食糧２．２５にちぶん、水２．２５にちぶんを
令和９年度までに、食糧みっかぶん、水みっかぶんを確保します。
かっこ２、キッチンカーなどを用いた温かい食事の提供
注釈、キッチンカーとは、食品の調理設備を備えた車両のことです。
かっこ３、液体ミルク備蓄の確保

続けて、Ｂについての取り組みの説明です。
まる３、ベッドの確保
かっこ１、規格を満たした簡易ベッドの新規導入を推進
高さは、飛沫やふんじんの吸引を防止でき、立ち上がりやすい、４０センチ程度
幅は、寝返りをうつことが可能な、８０センチ程度を想定
かっこ２、プライバシー保護のための間仕切り(パーテーションなど)の新規導入を推進

概要ばん７ページ目は終了となります

概要版８ページ目

まる４、被災者支援（災害ケースマネジメントの導入推進）
かっこ１、 被災者個々の状況に合った支援につなぐため、災害ケースマネジメントの導入を推進

災害ケースマネジメントとは、個別の被災状況・生活状況を把握し、必要な支援につなげる仕組みのこと

被災者一人ひとりの被災・生活状況、かっこ、「障がいがあり生活が困難」、「職やいえを失った」など
と、必要な支援、かっこ、被災者生活再建支援金、応急仮設住宅の供与、法律相談など
を、以下の流れで、被災者が抱える生活課題を把握し、必要な支援へのつなぎを実施する

ステップ１
訪問などにより、支援が必要な被災者を発見、状況を把握。
アウトリーチで、被災者が抱える生活課題を把握する
注釈、アウトリーチとは、積極的に対象者のいる場所に出向いて働きかけること。

ステップ２
被災者個々の課題に応じた支援の検討・つなぎ
災害ケースマネジメントケース会議の実施
アウトリーチ等で得られた情報と、平時の福祉サービス利用情報等により、個々の課題に応じた支援方策を検討

ステップ３
官民連携による被災者支援の継続的な実施

概要版８ページ目は終了となります

概要版９ページ目


まる５、在宅避難の促進（マンションを含む）
かっこ１、毎月１９日を『あだち備蓄の日』とし、各家庭へ３日ぶん以上の備蓄を啓発
かっこ２、在宅避難の備えを促進するため、訓練参加者への防災グッズの配布などを検討する
かっこ３、マンションに対する備蓄ひん購入費を助成

対象品目
保存すい（賞味期限５年）
携帯トイレ

対象となるマンション
住戸数５０戸以上、または、階数６階以上かつ防災備蓄倉庫を設置していること
７日分のうち、最初の３日分は自助努力すべき範囲、残りの４日ぶんについて区が備蓄ひんの購入を支援する
注釈、助成きん上限などの条件あり

まる６、多様なニーズへの配慮
高齢者、障がい者、
高齢者施設や障がい者施設などと協定を締結し、災害時の福祉業務を担う人員を確保する

外国人、
外国人向けに「やさしい日本語」を含むた言語での防災知識の普及を図る

女性、
女性の意見を取り入れるために女性防災士など、人材育成の支援を行う

性的マイノリティ、
訓練などをつうじて避難じょ運営に携わるかたに対し、性的マイノリティの理解促進に努める

概要版９ページ目は終了となります

概要版１０ページ目
まる７、防災ＤＸの推進
かっこ１、停電発生時に備えた電源確保や通信手段の確保などを目的として、第一次避難じょへ蓄電池や情報通信資器材を集約した、災害ポータルキャビネット、かっこ、ＤＰＣ、の設置を推進
災害ポータルキャビネット、かっこ、ＤＰＣ、Disaster、Portal、Cabinet
内容物
まる１、地域ＢＷＡルーター
まる２、蓄電池
まる３、タブレット
まる４、モバイル音声翻訳機
まる５、投こう器・三脚
ここに、ＤＰＣのイメージ図があります。

まる８、ペット防災
かっこ１、（仮称）足立区ペット同行避難ガイドラインに基づいた対応の推進
注釈、ガイドラインは現在策定中です。
ここに、（仮称）足立区ペット同行避難ガイドラインの図があります。

まる９、帰宅困難しゃ対策
かっこ１、北千住駅及び綾瀬駅、それぞれの対策の実効性を検証するために、各協議会と連携し訓練を実施していく
かっこ２、新たな一時滞在施設の指定に向け、更に新規確保に努めていく

まる１０、災害対応人材の確保
かっこ１、防災士の資格取得費用助成の対象を拡大し、避難じょ運営などのサポート体制を強化
かっこ２、災害時の多様なニーズを把握するため、防災に関する女性の人材の確保を推進

まる１１、備蓄管理体制の整備
かっこ１、物流専門業者のノウハウを導入し、備蓄管理の効率化・高度化を図る
かっこ２、災害備蓄倉庫と物資荷さばきじょうを備えた災害拠点施設の新設

まる１２、受援体制の整備
かっこ１、受援の対象となる業務を事前に選別
かっこ２、その上で、受援に関する各部の役割を整理し、受援業務を具体化したマニュアルを作成

まる１３、職員体制の再整備
かっこ１、初動で必要な人員を確保し、はっさい直後の混乱を軽減するための参集基準の見直し
かっこ２、業務継続計画の見直しによりローテーション勤務体制などを整備

まる１４、複合災害対策への備え
かっこ１、複合災害の類型及び課題について整理
かっこ２、相互応援協定による近隣自治体と連携した広域避難を推進

まる１５、火山編の新設
かっこ１、火山噴火が区にもたらす被害と対策を整理
[bookmark: _GoBack]かっこ２、国の降灰予報などの火山噴火に対する対応について整理
